
■
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
10
の

　ポ
イ
ン
ト

◆
４
つ
の
習
慣

１
．寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
。

２
．ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
。

３
．こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ

ば
を
離
れ
な
い
。

４
．コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
掃
除

し
、不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

◆
６
つ
の
対
策

①
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、ス

ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装

置
の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

②
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、住

宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点

検
し
、10
年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

③
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、部

屋
を
整
理
整
頓
し
、寝
具
、衣
類

お
よ
び
カ
ー
テ
ン
は
、防
炎
品
を

使
用
す
る
。

④
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、消
火
器
等
を
設
置
し
、使
い

方
を
確
認
し
て
お
く
。

⑤
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
方

は
、避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常

に
確
保
し
、備
え
て
お
く
。

⑥
戸
別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、地
域
ぐ

る
み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
10
年
を
目

安
に
取
り
換
え
ま
し
ょ
う
！

◯
古
く
な
る
と
電
子
部
品
の
劣
化
や

　
電
池
切
れ
な
ど
で
火
災
を
感
知
し

　
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。設

　
置
し
た
時
に
記
入
し
た「
製
造
年

　
月
日
」、ま
た
は
本
体
に
記
載
さ
れ

　
て
い
る「
製
造
年
」で
確
認
し
て

　
く
だ
さ
い
。

◯
定
期
的
に
点
検
を
実
施
し
ま
し
ょ

　
う
。点
検
を
し
な
い
と
、正
常
に

　
機
能
し
な
い
状
態
で
放
置
さ
れ
て

　
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◯
点
検
・
交
換
の
際
は
、け
が
な
ど

　
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
千
曲
坂
城
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
０
２
６―

２
７
６―

０
１
１
９

　「
労
働
保
険
」と
は
、業
務
ま
た
は

通
勤
に
起
因
し
て
負
傷
、疾
病
を

被
っ
た
労
働
者
に
対
し
て
補
償
を
行

う
労
働
者
災
害
補
償
保
険（
労
災
保

険
）と
、労
働
者
が
失
業
し
た
場
合

な
ど
に
生
活
の
安
定
を
図
る
雇
用
保

険
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
制
度
で
、労

働
者
の
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。労
働
者
を
ひ
と
り
で
も
雇

用
し
て
い
れ
ば
、原
則
と
し
て
業
種
・

規
模
を
問
わ
ず
労
働
保
険
の
成
立
手

続
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
産
業
労
働
部
労
働
雇
用
課

　
☎
０
２
６―

２
３
５―

７
１
１
８

　
裁
判
員
制
度
は
、国
民
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
６
人
の
裁
判
員
が
刑
事
裁

判
に
参
加
し
、３
人
の
裁
判
官
と
と

も
に
、被
告
人
が
有
罪
か
ど
う
か
、

有
罪
の
場
合
、ど
の
よ
う
な
刑
に
す

る
の
か
を
決
め
る
制
度
で
す
。

　
令
和
６
年
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に

登
録
さ
れ
た
方（
選
挙
権
を
有
す
る

18
歳
以
上
の
方
の
中
か
ら
く
じ
で
選

ば
れ
た
方
）に
は
11
月
中
旬
ご
ろ
、

通
知
と
調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
。

こ
の
通
知
は
、令
和
６
年
２
月
ご
ろ

か
ら
約
１
年
間
に
裁
判
所
に
お
越
し

い
た
だ
き
、裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
伝
え
、

あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り
を
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

https://w
w

w
.saiban.courts.go.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

　
☎
０
２
６―

４
０
３―

２
０
０
８

　
納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融

機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

（
介
護
保
険
料
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。）

　
口
座
振
替
は
、11
月
30
日（
木
）に

指
定
口
座
か
ら
振
替
を
し
ま
す
の

で
、振
替
日
前
日
ま
で
に
残
高
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
納
付
方
法
や
口
座
の
変
更
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、11
月
20
日（
月
）

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
は
次
の
期
か
ら
の
振
替

に
な
り
ま
す
。）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
収
納
推
進
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
４
２
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
６

　　
毎
年
11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
ま

で
の
１
週
間
は
、国
の
犯
罪
被
害
者

等
基
本
計
画
に
よ
り「
犯
罪
被
害
者

週
間
」と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
犯
罪
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
や
そ

の
ご
家
族
は
犯
罪
被
害
に
よ
る
直

接
的
な
被
害
だ
け
で
は
な
く
、被
害

後
の
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
や
経
済
的

負
担
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直

面
し
、苦
し
ん
で
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。皆
さ
ん
の
理
解
と
共
感
と
支

え
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　「
犯
罪
被
害
者
週
間
」は
、犯
罪
被

害
者
等
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や

犯
罪
被
害
者
等
の
名
誉
又
は
生
活

の
平
穏
へ
の
配
慮
の
重
要
性
等
に

つ
い
て
、国
民
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課 
人
権
・
男
女
共
生

係（
隣
保
館
）

　
☎
８
２―

６
６
０
３

　　
町
で
は
、経
済
的
理
由
に
よ
り
就

学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生

徒
の
保
護
者
の
方
に
、学
用
品
な
ど

の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
に
新
小
学
１
年
生

ま
た
は
新
中
学
１
年
生
に
な
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
で
、就
学
援
助
費

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、申
請
を
行
う

こ
と
で
新
入
学
用
品
費
を
入
学
前

に
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。入

学
前
支
給
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、下

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

就
学
援
助
制
度
の
受
給
に
は
一

定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

申
請
締
切
　
11
月
30
日（
木
）

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
文
化
課
学
校
教
育
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
２
５
３
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
９

　　
町
女
性
専
門
相
談
員
が
、女
性
の

悩
み
や
困
り
ご
と
に
つ
い
て
相
談

会
を
開
設
し
ま
す
。パ
ー
ト
ナ
ー
や

職
場
で
の
人
間
関
係
、仕
事
と
家
庭

の
両
立
、子
育
て
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
14
日（
火
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所
　
隣
保
館

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課 

人
権
・
男
女
共
生

係（
隣
保
館
）

　
☎
８
２―
６
６
０
３

　
　12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
１

週
間
は
、第
75
回
人
権
週
間
で
す
。

　
昭
和
23
年
、国
連
総
会
で「
世
界

人
権
宣
言
」が
採
択
さ
れ
た
の
を
記

念
し
、採
択
日
で
あ
る
12
月
10
日
を

人
権
デ
ー
と
定
め
、人
権
擁
護
活
動

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、人
権
相
談
所
を
開
設
し
、

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
４
日（
月
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所
　
役
場
第
３
会
議
室（
３
階
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課
人
権
・
男
女
共
生
係

　（
隣
保
館
）

　
☎
８
２―

６
６
０
３

　
福
祉
の
職
場
を
詳
し
く
知
り
た

い
方
や
就
職
を
考
え
て
い
る
方
の

た
め
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、職
場
の
仕
事
や
資
格
の

説
明
、ま
た
福
祉
事
業
者
の
方
と
直

接
面
談
も
で
き
ま
す
。

日
時
　
11
月
13
日（
月
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所
　
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

　
長
野

　
詳
し
く
は
長
野
労
働
局
ま
た
は

長
野
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
篠
ノ
井

　
☎
０
２
６―

２
９
３―

８
６
０
９

　
長
野
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
６―

２
２
６―

７
３
３
０

　　
国
税
に
関
す
る
電
話
相
談
に
つ

い
て
、
11
月
か
ら
全
国
共
通
の「
国

税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
税
務

相
談
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
」や「
よ
く

あ
る
質
問
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」で

解
決
し
な
い
質
問
が
あ
り
ま
し
た

ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０―

０
０―

５
９
０
１

受
付
時
間
　
平
日
午
前
８
時
30
分
〜

　
午
後
５
時（
12
月
29
日
〜
１
月
３

　
日
を
除
く
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
上
田
税
務
署
総
務
課

　
☎
２
２―

１
２
３
４

受
付
期
間

　
11
月
７
日（
火
）〜
13
日（
月
）

受
付
場
所
　

　
長
野
県
住
宅
供
給
公
社
３
階

　（
長
野
市
南
長
野
南
県
町
１
０
０
３
ー
１
）

募
集
団
地
等

　
長
野
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
、ま
た
は
、左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
課

　
☎
０
２
６―

２
２
７―

２
３
２
２

固
定
資
産
税（
第
４
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
５
期
）

介
護
保
険
料（
第
５
期
）

納
期
限
は
11
月
30
日（
木
）

山 極 遥 香
ピアノ・リサイタル

町在住の山極遥香さんによるピアノ・
リサイタルです。この機会にピアノ
演奏をお楽しみください。

■日時　12 月 10 日（日）　午後２時
　　　　（開場 午後 1 時 30 分）
■場所　サントミューゼ 小ホール 
■料金　一般 2,000 円　
　　　　高校生以下 1,000 円
■チケット取り扱い
　　　　ヒオキ楽器上田店・サント
　　　　ミューゼ・山極さん

◎問い合わせ先　山極さん
　☎090－3222－9931

日　時　11 月 25 日（土）　午後１時～３時 30 分（講演会開始 午後２時～）

会　場　千曲市総合観光会館

講　演　未来の健康をつくる！肥満・糖尿病から学ぶ人生 100 年時代への準備

講　師　佐久市立国保浅間総合病院地域医療部長　西森栄太先生

申込み　右記ＱＲコードまたは電話【☎026－273－1111（内線 2134）】からお申込みください。
◎問い合わせ先　保健センター　☎82－3111（内線 511）　直通 75－6230

広報さかき広報さかき　　2023年11月号2023年11月号 1212



■
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
10
の

　ポ
イ
ン
ト

◆
４
つ
の
習
慣

１
．寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
。

２
．ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
。

３
．こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ

ば
を
離
れ
な
い
。

４
．コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
掃
除

し
、不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

◆
６
つ
の
対
策

①
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、ス

ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装

置
の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

②
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、住

宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点

検
し
、10
年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

③
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、部

屋
を
整
理
整
頓
し
、寝
具
、衣
類

お
よ
び
カ
ー
テ
ン
は
、防
炎
品
を

使
用
す
る
。

④
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、消
火
器
等
を
設
置
し
、使
い

方
を
確
認
し
て
お
く
。

⑤
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
方

は
、避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常

に
確
保
し
、備
え
て
お
く
。

⑥
戸
別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、地
域
ぐ

る
み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
10
年
を
目

安
に
取
り
換
え
ま
し
ょ
う
！

◯
古
く
な
る
と
電
子
部
品
の
劣
化
や

　
電
池
切
れ
な
ど
で
火
災
を
感
知
し

　
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。設

　
置
し
た
時
に
記
入
し
た「
製
造
年

　
月
日
」、ま
た
は
本
体
に
記
載
さ
れ

　
て
い
る「
製
造
年
」で
確
認
し
て

　
く
だ
さ
い
。

◯
定
期
的
に
点
検
を
実
施
し
ま
し
ょ

　
う
。点
検
を
し
な
い
と
、正
常
に

　
機
能
し
な
い
状
態
で
放
置
さ
れ
て

　
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◯
点
検
・
交
換
の
際
は
、け
が
な
ど

　
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
千
曲
坂
城
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
０
２
６―

２
７
６―

０
１
１
９

　「
労
働
保
険
」と
は
、業
務
ま
た
は

通
勤
に
起
因
し
て
負
傷
、疾
病
を

被
っ
た
労
働
者
に
対
し
て
補
償
を
行

う
労
働
者
災
害
補
償
保
険（
労
災
保

険
）と
、労
働
者
が
失
業
し
た
場
合

な
ど
に
生
活
の
安
定
を
図
る
雇
用
保

険
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
制
度
で
、労

働
者
の
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。労
働
者
を
ひ
と
り
で
も
雇

用
し
て
い
れ
ば
、原
則
と
し
て
業
種
・

規
模
を
問
わ
ず
労
働
保
険
の
成
立
手

続
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
産
業
労
働
部
労
働
雇
用
課

　
☎
０
２
６―

２
３
５―

７
１
１
８

　
裁
判
員
制
度
は
、国
民
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
６
人
の
裁
判
員
が
刑
事
裁

判
に
参
加
し
、３
人
の
裁
判
官
と
と

も
に
、被
告
人
が
有
罪
か
ど
う
か
、

有
罪
の
場
合
、ど
の
よ
う
な
刑
に
す

る
の
か
を
決
め
る
制
度
で
す
。

　
令
和
６
年
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に

登
録
さ
れ
た
方（
選
挙
権
を
有
す
る

18
歳
以
上
の
方
の
中
か
ら
く
じ
で
選

ば
れ
た
方
）に
は
11
月
中
旬
ご
ろ
、

通
知
と
調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
。

こ
の
通
知
は
、令
和
６
年
２
月
ご
ろ

か
ら
約
１
年
間
に
裁
判
所
に
お
越
し

い
た
だ
き
、裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
伝
え
、

あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り
を
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

https://w
w

w
.saiban.courts.go.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

　
☎
０
２
６―

４
０
３―

２
０
０
８

　
納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融

機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

（
介
護
保
険
料
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。）

　
口
座
振
替
は
、11
月
30
日（
木
）に

指
定
口
座
か
ら
振
替
を
し
ま
す
の

で
、振
替
日
前
日
ま
で
に
残
高
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
納
付
方
法
や
口
座
の
変
更
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、11
月
20
日（
月
）

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
は
次
の
期
か
ら
の
振
替

に
な
り
ま
す
。）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
収
納
推
進
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
４
２
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
６

　　
毎
年
11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
ま

で
の
１
週
間
は
、国
の
犯
罪
被
害
者

等
基
本
計
画
に
よ
り「
犯
罪
被
害
者

週
間
」と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
犯
罪
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
や
そ

の
ご
家
族
は
犯
罪
被
害
に
よ
る
直

接
的
な
被
害
だ
け
で
は
な
く
、被
害

後
の
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
や
経
済
的

負
担
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直

面
し
、苦
し
ん
で
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。皆
さ
ん
の
理
解
と
共
感
と
支

え
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　「
犯
罪
被
害
者
週
間
」は
、犯
罪
被

害
者
等
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や

犯
罪
被
害
者
等
の
名
誉
又
は
生
活

の
平
穏
へ
の
配
慮
の
重
要
性
等
に

つ
い
て
、国
民
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課 

人
権
・
男
女
共
生

係（
隣
保
館
）

　
☎
８
２―

６
６
０
３

　　
町
で
は
、経
済
的
理
由
に
よ
り
就

学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生

徒
の
保
護
者
の
方
に
、学
用
品
な
ど

の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
に
新
小
学
１
年
生

ま
た
は
新
中
学
１
年
生
に
な
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
で
、就
学
援
助
費

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、申
請
を
行
う

こ
と
で
新
入
学
用
品
費
を
入
学
前

に
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。入

学
前
支
給
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、下

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

就
学
援
助
制
度
の
受
給
に
は
一

定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

申
請
締
切
　
11
月
30
日（
木
）

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
文
化
課
学
校
教
育
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
２
５
３
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
９

　　
町
女
性
専
門
相
談
員
が
、女
性
の

悩
み
や
困
り
ご
と
に
つ
い
て
相
談

会
を
開
設
し
ま
す
。パ
ー
ト
ナ
ー
や

職
場
で
の
人
間
関
係
、仕
事
と
家
庭

の
両
立
、子
育
て
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
14
日（
火
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所
　
隣
保
館

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課 

人
権
・
男
女
共
生

係（
隣
保
館
）

　
☎
８
２―

６
６
０
３

　
　12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
１

週
間
は
、第
75
回
人
権
週
間
で
す
。

　
昭
和
23
年
、国
連
総
会
で「
世
界

人
権
宣
言
」が
採
択
さ
れ
た
の
を
記

念
し
、採
択
日
で
あ
る
12
月
10
日
を

人
権
デ
ー
と
定
め
、人
権
擁
護
活
動

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、人
権
相
談
所
を
開
設
し
、

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
４
日（
月
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所
　
役
場
第
３
会
議
室（
３
階
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課
人
権
・
男
女
共
生
係

　（
隣
保
館
）

　
☎
８
２―

６
６
０
３

　
福
祉
の
職
場
を
詳
し
く
知
り
た

い
方
や
就
職
を
考
え
て
い
る
方
の

た
め
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、職
場
の
仕
事
や
資
格
の

説
明
、ま
た
福
祉
事
業
者
の
方
と
直

接
面
談
も
で
き
ま
す
。

日
時
　
11
月
13
日（
月
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所
　
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

　
長
野

　
詳
し
く
は
長
野
労
働
局
ま
た
は

長
野
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
篠
ノ
井

　
☎
０
２
６―

２
９
３―

８
６
０
９

　
長
野
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
６―

２
２
６―

７
３
３
０

　　
国
税
に
関
す
る
電
話
相
談
に
つ

い
て
、
11
月
か
ら
全
国
共
通
の「
国

税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
税
務

相
談
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
」や「
よ
く

あ
る
質
問
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」で

解
決
し
な
い
質
問
が
あ
り
ま
し
た

ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０―

０
０―

５
９
０
１

受
付
時
間
　
平
日
午
前
８
時
30
分
〜

　
午
後
５
時（
12
月
29
日
〜
１
月
３

　
日
を
除
く
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
上
田
税
務
署
総
務
課

　
☎
２
２―

１
２
３
４

受
付
期
間

　
11
月
７
日（
火
）〜
13
日（
月
）

受
付
場
所
　

　
長
野
県
住
宅
供
給
公
社
３
階

　（
長
野
市
南
長
野
南
県
町
１
０
０
３
ー
１
）

募
集
団
地
等

　
長
野
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
、ま
た
は
、左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
課

　
☎
０
２
６―

２
２
７―

２
３
２
２

固
定
資
産
税（
第
４
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
５
期
）

介
護
保
険
料（
第
５
期
）

納
期
限
は
11
月
30
日（
木
）

山 極 遥 香
ピアノ・リサイタル

町在住の山極遥香さんによるピアノ・
リサイタルです。この機会にピアノ
演奏をお楽しみください。

■日時　12 月 10 日（日）　午後２時
　　　　（開場 午後 1 時 30 分）
■場所　サントミューゼ 小ホール 
■料金　一般 2,000 円　
　　　　高校生以下 1,000 円
■チケット取り扱い
　　　　ヒオキ楽器上田店・サント
　　　　ミューゼ・山極さん

◎問い合わせ先　山極さん
　☎090－3222－9931

日　時　11 月 25 日（土）　午後１時～３時 30 分（講演会開始 午後２時～）

会　場　千曲市総合観光会館

講　演　未来の健康をつくる！肥満・糖尿病から学ぶ人生 100 年時代への準備

講　師　佐久市立国保浅間総合病院地域医療部長　西森栄太先生

申込み　右記ＱＲコードまたは電話【☎026－273－1111（内線 2134）】からお申込みください。
◎問い合わせ先　保健センター　☎82－3111（内線 511）　直通 75－6230

広報さかき広報さかき　　2023年11月号2023年11月号1313


